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     第８章  課程の修了要件および学位の授与 

第32条 博士前期課程の修了要件は、本大学院研究科の博士前期課程に２年以上在学
し、専攻科目について主要科目（特別演習および特別研究）１４単位を含み３０単

位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、課程の目的に応じ、学位論文
または特定の課題についての研究成果を提出して、その審査および最終試験に合格
したことをもって課程を修了したものとする。ただし、在学期間に関しては、優れ
た業績をあげた者と認めたときは、本大学院に１年以上在学すれば足りるものとす
る。 

２ 前項の場合において、委員会が課程の目的に応じ適当と認めるときは、次の二つ
の事項からなる「博士論文研究基礎力審査」をもって、学位論文または特定の課題
についての研究成果の審査および最終試験に代えることができる。 
一 専攻分野に関する高度の専門的知識および能力ならびに当該専攻分野に関連す
る分野の基礎的素養についての試験 

二 博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力についての審査 

 
第33条 博士後期課程の修了要件は、本大学院研究科の博士後期課程に３年以上在学
し、必要な研究指導を受けた上、学位論文を提出して、その審査および最終試験に
合格したことをもって課程を修了したものとする。ただし、在学期間に関しては、
優れた研究業績をあげた者と認めたときは、１年（２年未満の在学期間をもって修
士課程または博士前期課程を修了した者にあっては、当該在学期間を含めて３年）
以上在学すれば足りるものとする。 

 
第34条 博士前期課程を修了した者には、修士（工学）ならびに博士後期課程を修了
した者には、博士（工学）の学位を授与する。 

２ 博士の学位は、前項に定めるもののほか、本大学院の行う博士論文の審査に合格
し、かつ、博士後期課程の修了者と同等以上の学力を有すると認められた者に授与

することができる。 
３ 学位の授与についての必要な事項は、八戸工業大学学位規程に定める。 
 


